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高
知
県
で
は
、
年
間
死
亡
者
数
の
４

人
に
１
人
の
方
が
が
ん
で
亡
く
な
ら
れ

て
い
ま
す
。
定
期
的
な
が
ん
検
診
の
受

診
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
え
ば
、

が
ん
の
治
癒
率
は
格
段
に
高
ま
り
ま
す

が
、
黒
潮
町
の
受
診
率
は
低
下
傾
向
に

な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
が
ん
が
原
因
の
死
亡
率
を
低
下
さ
せ

る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、「
が
ん
を

予
防
す
る
生
活
習
慣
」と「
早
期
発
見
・

早
期
治
療
」の
２
本
柱
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は「
が
ん
」の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
的
に
、
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
診
し
、
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
、
が
ん
予
防
の
第
一
歩
で
す
。

　
ま
た
、
早
期
に
が
ん
を
発
見
す
る
こ

と
で
治
癒
率
も
高
ま
り
ま
す
。

　
自
分
の
た
め
に
、
大
切
な
家
族
の
た

め
に
、「
が
ん
検
診
」を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
黒
潮
町
で
実
施
し
て
い
る

　
各
種
が
ん
検
診

　
黒
潮
町
で
は
、
肺
が
ん
検
診
、
胃
が

ん
検
診
、
子
宮
が
ん（
子
宮
頸
が
ん
）検

診
、
乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
）、
大
腸
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す（
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

　
実
施
日
時
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
報
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
受
診
希
望
者
に
は
、
個
別
通
知
を
し

ま
す
。

◆
が
ん
検
診
の
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
が
ん
検
診
の
申
込
方
法
は
次
の
３
つ

か
ら
ひ
と
つ
だ
け
選
ん
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

①
平
成

２９
年
度
が
ん
検
診
申
込
用
ハ
ガ

キ
に
記
入
し
、
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函

す
る
。

②
役
場
担
当
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
す
る
。

③
役
場
に
行
き
、
直
接
申
し
込
み
す
る
。

　
締
め
切
り

　
２
月

２８
日（
火
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所
 

　
地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

健

知

袋

康

恵

「
が
ん
検
診
」受
け
て
い
ま
す
か
？

表  黒潮町で実施している各種がん検診

主な死因別死亡数の割合（平成26年）

がん検診名 対　　象　　者 料金

肺がん
（肺がん・結核）

不慮の事故
3.1%

腎不全
1.9%

自殺
1.9%

肺炎 9.4%脳血管疾患 9.0%

老衰
5.9%

子宮がん
（子宮頸がん）

40歳～64歳 100円

65歳以上 無　料

胃がん

大腸がん

40歳～69歳 900円

70歳以上 無　料

40歳～69歳 500円

70歳以上 無　料

600円

無　料

600円

無　料

20歳～68歳の女性

70歳以上の女性

乳がん
（マンモグラフィ）

20歳～68歳の女性

70歳以上の女性

※平成29年
度中に偶数
の年齢にな
る方

その他
24.4%

悪性新生物
（がん）
28.9%

心疾患
15.5%


